
2004 年度 委員会活動成果報告 
（2005 年 3 月 9 日作成） 

委員会名 鉄筋工事研究小委員会 主 査 名：大野義照 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

材料施工委員会（鉄筋コンクリート工事運営委員会） 委員長名：嵩 英雄 

設 置 期 間 2003 年 4 月～2007 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 

 ・鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説の維持管理 
 ・その他関連指針等の鉄筋工事に関する箇所の検討 

 ・鉄筋工事に関する諸問題の検討 

2003 年度 鉄筋コンクリート造配筋指針･同解説の大改定 

2004～2006 年度 上記 3項目 

2007 年度 鉄筋コンクリート像配筋指針･同解説の小改定 
 

委員構成 
（委員名（所属）） 

大野義照（大阪大学）、秋重博之（都市基盤整備公団）、今井 弘（筑波大学）、大池 武

（大林組）、大久保孝昭（広島大学）、大越俊男（日本設計）、小野里憲一（工学院大学）、

黒瀬行信（清水建設）、武田一久（技術士事務所タケダ）、津田三知昭（日建ハウジング）、

浜辺秋彦（早川鉄鋼販売）、林 博之（日建設計）、原 健二（鹿島建設）、真喜志卓、三

宅 薫（共英産業）、安岡千尋（竹中工務店） 

設置 WG 
（WG 名：目的） なし 

2004 年度予算 250,000 円 

 
項  目 自己評価 

委員会活動状況 
（開催日・参加人数） 

2004 年 5 月 17 日 10 名 
2004 年 9 月 13 日 6 名 
2005 年 2 月 15 日 7 名 
その他,随時メール会議を行った. 
（成果の具体的内容、成果の学術的・技術的・社会的価値、ホームページ等での公開の有無） 

2003 年 11 月に刊行した鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説の改定版の正誤

表を作成し、AIJ のホームページで公開した（8/24）。 

また、鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説の増刷において修正箇所を検討し、

その作業を完了させた。 

鉄筋コンクリート造配筋指針･同解説に関する読者からの質問に回答した. 
得られた成果 

委員会 HP アドレス：  

（当初の活動計画と得られた成果との関係） 

目標の達成度 

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説の修正作業という当初の計画通り、正誤

表を作成・公開し、増刷における修正作業を完了させることができた。 

高強度コンクリート施工指針（案）・同解説の鉄筋工事に関する箇所「9 章鉄筋

の加工・組立て」の検討を行い、当該委員会である高強度コンクリート研究小委

員会に報告した。 

その他評価すべき 
事項 

2003 年 11 月に 5000 部印刷した配筋指針は 1 年半でほぼ売り切れ,2005 年 3 月

に増刷することになった。 

 


